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学校だより 「 翔 空」の由来 〈校舎のシンボル〉
しよう く う

翔 空 壁画「空へ」を受け、風光明媚なこの学舎か
ふう こう めい び まなびや

ら、希望に燃え限りない空へ、力強く翔んでほ
№４４ 平成２５年 ２月１９日（火） しいという願いを込めて、翔空の碑ができた。
郡山市立喜久田中学校長 大堀 昌弘

【名言・格言 第７弾】 子どもの正しい褒め方
今回紹介するのは、昔 ～褒めるってむずかしい！～

は卒業式の定番となって ２０１１年９月ですから、もうだいぶ昔に視聴した「テ
いた『あおげば尊し』で レビ寺子屋」の一場面から、今回は、「正しい褒め方」と
す。じっくり味わってみ 「使わない方がよい言葉」の２点に絞って紹介したいと思
ると実に感動的な歌詞で います。講師は、教育評論家の尾木直樹（尾木ママ）です。
あることがわかります。 １）「正しい褒め方」（褒めて育てる）

一 具体例：「泥だらけになって帰って来た子に対して」
あおげばとうとし、 ○ まず、「どうしたの？」と理由を聞く。
わが師の恩。 ○ 次に、「そりゃあ、大変だったね」と相づちを打つ。

教 の庭にも、 ○ そして、「この次は、こんなふうに汚しちゃダメだ
おしえ

はや いくとせ。 よ」と元気づける。（エンパワーメントという）
おもえば いと疾し、 ○（その時の子どもの反応を見て）

と

このとし月。 「この次は、そうする」なら、
今こそ わかれめ、 「えらいね。約束してね」と褒める。
いざさらば。 （小さい子なら、頭をていねいになでる）
二 ◆ つまり、どんな場面でも褒めるのではなく、こちら

互 にむつみし、 から、『褒められる状況』を作ってあげることです。
たがい

日ごろの恩。 このテクニックは、すべての人間関係、特に、コミュ
わかるる後にも、 ニケーションに通じます。
やよ わするな。

身をたて 名をあげ、 ２）「使わない方がよい言葉」
やよ はげめよ。 具体例① 「○○しちゃダメでしょう」
いまこそ わかれめ、 これだと、こわい表情が出てしまう。
いざさらば。 →「○○した方が、いいわよ」
三 ② 「早く、○○しなさい」
朝ゆう なれにし、 そうではなく、しっかりと子どもの行動を見
まなびの窓。 てあげること。
ほたるのともし火 →「どうしたの？」「あっ、そうか○○なん
つむ白雪。 だね」（目線を子どもまで下げて話す。それ
わするる まぞなき、 により、子どもが安心感と自己肯定感を持つ
ゆくとし月。 ようになる。心を開く）
今こそ わかれめ、 ③ 「大丈夫？平気なの？」
いざさらば。 これでは、かえって自信をなくさせる。

人生には、いろんな別 →「（具体的に）○○は、準備できたの？」
れがあります。その最初
の一大イベントは、卒業 これら①～③の表現は使用しないように十分に配慮し、
式です。この歌は、特に むしろ単純に「ありがとう」を一日につき、４・５回は使
メロディーが好きです。 用す る よう に す ると 良い と 尾木 先生 はお っし ゃっ ていま

私もそろそろ卒業式に す。親がきちんと声に出して感謝することで、子どものそ
向けて、式辞を書かねば の後の行動に大きく反映するものなのですね。
なりません。卒業生の３ 今日まで学校では、１・２年生は期末テストでした。ち
年間の活躍を思い出しな なみに、３年生は中学校最後の実力テストを１８日に実施
がら。 しました。およそ１０日ほど前から、生

昨日は、雨水。春はも 徒のみなさんは一生懸命にテストに備え
うすぐそこまで来ていま てきました。本当に、良い結果が出ると
す。卒業式は、３月１３ 良いですね。たとえ、テストの点数が悪
日 〔 水 〕。 ３ 年 生 に と っ くとも、そこに行き着くまでの努力の様
ての実質登校日が、１６ 子がすばらしかったら、ぜひとも褒めて
日と迫りました。ますま あげたいものです。その際に、どのよう
す切ない思いがこみ上げ な言葉かけをするかが重要なのです。
てきますね。


